
基本課題８　家庭生活と職業生活その他の社会における活動の両立の支援（課題17～19）　　

課題17  仕事と家庭・地域生活の両立支援と働き方の見直し

Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

34 事業所におけ

る育児・介護

休業制度の普

及啓発

広報・啓発活動 商工課 【内容】新潟労働局の育児・介護休業制度の情

報を提供するため、ホームページをリンクさせ

る。

【実施状況】

新潟労働局の育児・介護休業制度の情

報を提供するため、ホームページをリン

クさせた。

A A

35 労働時間短縮

についての情

報提供・啓発

広報・啓発活動 商工課 【内容】（公財）２１世紀職業財団のホームペー

ジにリンクし、情報提供する。

【実施状況】

（公財）２１世紀職業財団のホームペー

ジにリンクし、情報提供を行った。

また、10月発行の三条市勤労者福祉共

済のたよりに、パートタイム労働者の公

正な待遇を確保に関するチラシと、仕事

と子育てが両立できる雇用環境の整備

等の更なる推進・強化が期待できる次

世代育成支援対策推進法の改正に関

するチラシを加入事業所会員（353社・

2,981名）に配布した。

加えて、時間外労働の縮減ができるよう

に効率よく働く企業の「働き方改革」の

検討を行う際に活用できるツール「働き

方・休み方改善ポータルサイト」のチラ

シを掲出し、周知を行った。

A A

36 ハッピー・パー

トナー企業の

普及啓発

広報・啓発活動 商工課 【実施対象】市民、事業所

【内容】女性労働者の育成・登録などに積極的

に取り組む企業「ハッピー・パートナー企業（新

潟県男女共同参画推進企業）」についての情報

を収集し、新潟県のホームページにリンクし情

報提供する。

【実施状況】

女性労働者の育成・登録などに積極的

に取り組む企業「ハッピー・パートナー

企業（新潟県男女共同参画推進企業）」

についての情報を収集し、新潟県の

ホームページにリンクし情報提供を行っ

た。

また、10月発行の三条市勤労者福祉共

済のたよりに、ハッピー・パートナー企業

についての情報を掲載し、加入事業所

会員（353社・2,981名）に配布し、啓発し

た。

A A

H26年度の審議会に

おける意見・評価

24
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課題18　子育て支援の充実

Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

37

子育て応援宣

言市民運動の

普及啓発

子育て応援宣言 子育て支援

課

【実施時期】通年

【実施対象】市内に住所・所在地を有する個人、

団体、事業所

【内容】子育て中の方々に対し、個人、団体、事

業所それぞれの立場で出来る子育て支援を考

え、宣言をし、それを実際に行動に移すことによ

り、より子育てにやさしいまちを築いていく。

【工夫すること】いかに趣旨を理解してもらい、行

動をしてもらうかに重点を置き、普及啓発活動を

実施していく。

【目標値】前年度比15％増(平成25年度末、合

計597件)

【実施状況】

燕三条エフエム放送で宣言内容や団体

を紹介し、事業の周知に努めた。

宣言数：合計60０件

個人521人（男性186人、女性335人）、

団体37件、事業所42件

【評価理由】

26年度増加数　3件

（女性のみ）　0.5％の

増

【課題】

市民への周知、勧誘

の強化

Ｃ 応援宣言の再

活性化または

新たな取組み

を行うなど、C

評価解消にむ

けた努力が必

要である。

Ｃ

38 子育て支援

サービス及び

保育サービス

の充実

多様なニーズに応

じた保育サービス

の充実

子育て支援

課

【内容】保育所での乳児保育や早朝・延長保

育、保育園の休日保育、すまいるランドや子育

て支援センターでの一時預かりを継続して実施

する等、多様化する保育ニーズに対応する。

　須頃・大島統合保育所については、平成２７

年秋の開所に向け、多様なニーズに対応可能

な保育所となるよう基本設計・実施設計を進め

ていく。

　また、保護者ニーズの大きい「病児・病後児保

育」については、引き続き関係機関と実施に向

けた協議・調整を行うなど、サービスの充実に努

める。

【実施状況】

・保育所での乳児保育や早朝・延長保

育、保育園の休日保育、すまいるランド

や子育て支援センターでの一時預かり

を継続して実施する等、多様化する保

育ニーズに対応した。

・須頃・大島統合保育所については、平

成２７年秋の開所に向け、保護者の

ニーズの中で要望の大きい未満児保育

の充実が図れるよう基本設計・実施設

計を行った。

・保護者ニーズの大きい「病児・病後児

保育」については、引き続き関係機関と

実施に向けた協議を行い、平成２８年４

月からの開所に向け調整を行っている。

【評価理由】

計画どおり実施したた

め

※引き続き、保護者

ニーズに対応できるよ

う保育サービスの充

実に努めていく。

A A

H26年度の審議会に

おける意見・評価

重重重重



Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

39 保育ルーム設

置時のヘル

パーの養成

ファミリーサポート

支援事業提供会

員養成講座

子育て支援

課

【計画内容詳細決定】

【実施時期】11月６日～12月18日

【実施対象】市民全般

【内容】民間団体において子どもを預かる方の

資質向上を図るため、提供会員を養成するため

の講座を実施するもの。

既会員等のスキルアップ研修と兼ねて実施す

る。

【工夫すること】内容は講義だけでなく、事例研

究を交えるなど考える場面を多くし、より実践に

則したものとなるよう努める。

【目標値】新規受講者の団体登録率：30％

【実施状況】

・11/６～12/18に開催し、新規受講者は

６人。

・新規受講者の団体登録率：83％（６人

中５人が子育て支援団体へ登録。１人

はボランティアに登録。）

・新規提供会員の養成のみならず、既

会員等のスキルアップ研修も兼ねて実

施。

・子どもや保護者への対応で活かせる

実践的な内容で講座を開催した。

・昨年度同様に新規

受講者への団体登録

を原則としたので、目

標値を上回る成果が

あった。来年度以降も

同様に取り組みた

い。

・新規受講者の増員

が課題である。

A A

40 子育てに関す

る学習機会の

提供

エンジョイパパマ

マ教室

　第１コース

　第２コース

子育て支援

課

【実施時期】隔月１回ずつ

【実施対象】妊娠9カ月までの妊婦と夫

【内容】

○第１コース：平日の午前中に開催。夫婦を対

象

・保健師講話、グループワーク(仲間作り)、実

習、栄養士講話、すまいるランド見学、個別相

談

○第２コース：金曜日の夜に開催。夫婦を対象

・保健師講話（二人で迎える出産、育児等）、グ

ループワーク（父親の役割の確認と、仲間づくり

等）、個別相談

【工夫すること】すまいるランドの見学やグルー

プワークを取り入れ、参加型の教室とする。

【目標値】参加者アンケートでの満足度「参考に

なった」の回答の割合が８割以上

【実施状況】

それぞれ６回ずつ実施

参加者：第１コース24組（うち夫婦での

参加４組）、第２コース49組（うち夫婦で

の参加43組）

アンケートの満足度：第１コース83.3％、

第２コース81.3％

【課題】

目標値は達成できた

が、夫婦が協力して

行う子育てを推進す

る機会としては参加

者が少ない。教室の

周知方法や内容等を

見直して実施したが、

参加率の改善には至

らないため、来年度の

教室の開催は廃止す

る。

A A

H26年度の審議会に

おける意見・評価

26



27

Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

育児講座 子育て支援

課

【実施時期】不定期

【実施対象】乳幼児の保護者

【内容】市内７か所の保育所・保育園の子育て

支援センター及びすまいるランドにおいて、子

育てに関する知識・情報の提供等のための育

児講座を実施する。

【工夫すること】男女共同参画の視点を持ちつ

つ、家庭で実践できる内容を盛り込むよう努め

る。

【目標値】育児講座を各施設年６回以上開催

【実施状況】

・各施設、概ね1か月に１回程度育児講

座を開催した。

・内容として、栄養相談、親子エアロビク

ス、救急法など多岐に渡っており、子育

て中の保護者への知識、情報の普及に

努めている。また、すまいるランドにおい

ては、父親の参加も募集するスイーツ作

りや、ベビーダンスを開催した。

【評価理由】

各施設で年間６回以

上の育児講座を開催

した。

【課題】

父親が参加しやすい

内容の講座や男女共

同参画の視点を持っ

た講座の充実を図

る。

A A

家庭教育講座 生涯学習

課

【事業名】家庭教育講座「聴き方教室～心をつ

なぐコミュニケーション」

【開催日】平成26年11月22日（土）、11月29日

（土）

【実施対象】小学生・中学生の保護者及び子育

てに関心のある方

【内容】家庭教育支援事業として対象者を特定

せず多くの方から、家庭や子育てについて、さ

まざまな角度から情報を提供し、学んでもらう企

画として講座等を開催する。

【工夫すること】講座の開催日・時間（土曜日・夜

間等）を工夫して、講座に参加しやすいようにす

る。

【目標値】アンケートでの満足度「とてもよかっ

た」・「よかった」の回答が7割以上

【実施状況】

計画どおり実施した。

フリースクールの現場から見た今の子ど

もたちの思い・悩みを知ると同時に、親

子・家族間のより良い関係を築くための

コミュニケーション術を学んだ。

１回目　11月22日（土）23人

２回目　11月29日（土）14人

アンケートの満足度では、全員から「と

てもよかった」「よかった」と回答をいただ

いた。

　講座の内容につい

ては、今後も多くの方

から参加してもらうよう

家庭教育に関する市

民の要望を分析し、

公民館事業としての

役割りを明確にした

テーマを設定して事

業を行うとともに、参

加者の増加を図る。

A A

40

H26年度の審議会に

おける意見・評価

子育てに関す

る学習機会の

提供



Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

子育て支援

課

【実施対象】妊婦・市民

【内容】当課主催事業（エンジョイパパママ教

室、ファミリーサポート支援事業提供会員養成

講座など）について、より多くの市民が講演会や

講座に安心して参加できるよう、保育ルームを

設置する。

【目標値】当課主催事業における保育ルーム設

置率　100％

【実施状況】

・エンジョイパパママ教室、三条市こども

未来委員会、完璧な親なんていないな

どの子育て講座やすまいるランドの講

座でも保育ルームを設置した。（利用者

６人）

・ファミリーサポート提供会員養成講座

は保育ルーム利用の希望者がなかった

ため、保育ルームの設置なし。

A A

生涯学習

課

（各公民

館）

【実施時期決定】

【実施時期】平成26年11月22日（土）、11月29日

（土）

【実施対象】乳幼児の保護者

【内容】乳幼児のいる家庭の方からも、家庭教育

講座を安心して受講してもらえうるように、保育

ヘルパーの協力により、保育ルームを設置す

る。

【工夫すること】保育ルームを使用する子どもを

持つ世代を対象とする。

【目標値】同事業参加者に占める子どもの数の３

割以上

【実施状況】

　1回目　保育ルーム利用者　６名

　2回目　保育ルーム利用者　２名

【評価理由】参加者の

中で保育ルームを希

望した方全員の子ど

もを受け入れた。

【課題】講座の内容に

よって保育ルームを

希望する人数が変動

するが、受講者の利

用に対応できるよう、

今後も保育ヘルパー

と調整を図る。

Ａ A

市民窓口

課

より多くの人が安心して参加してもらえるように、

各講座、フォーラム等に保育ルームを設置す

る。また、各課宛に市民窓口課から保育ルーム

の設置の依頼を予算要求の時期に行う。

【実施状況】

女性のためのステップアップ講座（全３

回）、地域セミナー及びひとひとフォーラ

ム開催時に保育ルームを設置した。

また、11月14日に所属長宛てに、講座

等の開催に当たっては保育ルームを設

置するように文書で依頼した。

A A

保育ルームの設置保育ルームの

設置

41

H26年度の審議会に

おける意見・評価

28
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課題19　家庭生活における男女共同参画の促進

Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

エンジョイパパマ

マ講座第２コース

子育て支援

課

【実施時期】隔月1回ずつ

【実施対象】妊娠9カ月までの妊婦と夫

【内容】　平日の夜に開催。夫婦を対象

・保健師講話（二人で迎える出産、育児等）、グ

ループワーク（父親の役割の確認と、仲間づくり

等）、個別相談

【工夫すること】子どもの泣き声を聴くことやグ

ループワークを取り入れるなど参加型の教室と

する。

【目標値】参加者アンケートでの満足度「参考に

なった」の回答の割合が８割以上

【実施状況】

６回実施

参加者：49組（うち夫婦での参加43組）

アンケートの満足度は81.3％

【課題】目標値は達成

できたが、夫婦が協

力して行う子育てを推

進する機会としては

参加者が少ない。教

室の周知方法や内容

等を見直して実施し

たが、参加率の改善

には至らないため、来

年度の教室の開催は

廃止する。

A A

家庭教育講座 生涯学習

課

No.40と同じ No.40と同じ A A

43 男性の家事、

子育て、介護

等の学習機会

の提供

エンジョイパパマ

マ教室第1コース、

第２コース

子育て支援

課

【実施時期】隔月１回ずつ

【実施対象】妊娠9カ月までの妊婦と夫

【内容】

○第１コース：平日の午前中に開催。夫婦を対

象

・保健師講話、グループワーク(仲間作り)、実

習、栄養士講話、すまいるランド見学、個別相

談

○第２コース：金曜日の夜に開催。夫婦を対象

・保健師講話（二人で迎える出産、育児等）、グ

ループワーク（父親の役割の確認と、仲間づくり

等）、個別相談

【工夫すること】すまいるランドの見学やグルー

プワークを取り入れ、参加型の教室とする。

【目標値】参加者アンケートでの満足度「参考に

なった」の回答の割合が８割以上

【実施状況】

それぞれ６回ずつ実施

参加者：第１コース24組（うち夫婦での

参加４組）、第２コース49組（うち夫婦で

の参加43組）

アンケートの満足度：第１コース83.3％、

第２コース81.3％

【課題】目標値は達成

できたが、夫婦が協

力して行う子育てを推

進する機会としては

参加者が少ない。教

室の周知方法や内容

等を見直して実施し

たが、参加率の改善

には至らないため、来

年度の教室の開催は

廃止する。

A A

H26年度の審議会に

おける意見・評価

42 男女共同参画

意識を高める

家庭教育の推

進



Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

認知症サポーター

等養成事業

高齢介護

課

【実施時期】平成26年４月～平成27年３月

【実施内容】認知症サポーター養成講座の実施

・認知症について正しく理解し、認知症の人や

家族を見守り、支援する「認知症サポーター」を

養成する。

講師：キャラバン・メイト

【工夫すること】男女問わず認知症の人やその

家族の気持ちを理解し、地域で支える必要があ

るということを伝える。

【目標値】平成26年度サポーター数　５００人

【実施状況】

実施回数：22回

参加者：376人（男性169人、女性207

人）

受講対象者：住民：113人、企業・職域

団体：158人、学校：56人、行政関係者：

49人

講師：キャラバン・メイト

目標値の達成状況：75.2％

・男性が参加しやすく

なるような講座の開催

形態の工夫。

・学校での開催回数

増加に向けた開催方

法等の検討。

・講座開催の依頼を

待つだけでなく、様々

な機会の中で講座を

PRし、開催に繋げて

いく。

B B

男の料理教室 健康づくり

課

【実施時期】通年

【実施対象】市民(男性）

【内容】

○メンズクッキング（三条市食生活改善推進委

員協議会主催）：10月24日、11月4日

○男の料理教室（第三中学校区食推地区活

動）：6月18日、11月26日

【工夫すること】男性が参加しやすいように簡単

メニューにするとともに、家庭で実践できるよう、

調理と後片付けの段取りを行う実習内容とする。

【目標値】アンケート調査において「食事作りを

きっかけとして家事労働を理解し、家事を分担し

ようと思った」と回答する者の割合が80％以上

【実施状況】

○メンズクッキング（三条市食生活改善

推進委員協議会主催）

　11月13日　参加者12人

　※11月４日は参加者が少なかったた

め中止

○男の料理教室（第三中学校区食推地

区活動）

　６月18日　参加者11人

　11月26日　参加者7人

　配膳や片付けまで指導し、家庭での

実践を促した。

参加者を増やすため

の対策を検討する。

Ａ Ａ

H26年度の審議会に

おける意見・評価

43 男性の家事、

子育て、介護

等の学習機会

の提供

重重重重

30
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Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

生涯学習

課

（大崎公民

館）

【実施時期】５月～７月

【実施対象】大崎・保内地区の成人男性

【内容】男性が家事に参加するきっかけとなるよ

う、料理の講習会を開催する。

会場：大崎公民館　料理実習室・講義室

定員：１２人

講師：三条市食生活改善推進委員大崎中学校

区

【工夫すること】多くの人に興味を持ってもらえる

よう、男性が家庭で作ってみたいと思えるような

メニューを講師と相談して取り入れる。

【目標値】アンケートの満足度（５段階評価）で、

４、５が70％以上

【実施状況】

実施時期：平成26年５月～７月

参加者：男性10人

計画どおり実施した。

　男性がより一層料理に興味を持てるよ

うにするため、全５回の講座の最終回に

は受講生へのアンケートから希望のメ

ニューを取り入れた。

アンケート集計枚数　７枚

　｢この教室に参加されていかがでした

か｣(５段階評価)

５＝１人(14.3%)、４＝５人(71.4%)、３＝１

人(14.3%)

｢教室で習った料理を家庭で作ったこと

がありますか｣

あります＝２人(28.6%)、ありません＝５人

(71.4%)

【評価理由】設定した

目標値は達成した

が、家庭で実際に料

理を作ってみた人の

割合が低く、男性が

家事に参加するきっ

かけにはつながらな

かったため。

【課題等】料理の品数

が多く、一つ一つの

料理を覚えることが難

しいとの声が多かっ

た。来年度はこの点を

踏まえ、家庭で作って

もらえるよう品数を減

らす、もしくはメニュー

を見直すなどして対

応していきたい。

B B

生涯学習

課

（大島公民

館）

【実施時期】６月～12月　全７回

【実施対象】成人男性

【内容】男性も家事に参加してもらえるよう成人

男性を対象とした料理の講習会を実施する。

会場：大島公民館　料理実習室・講義室

講師：新潟県栄養士会三条支部栄養士

定員：１０人

【工夫すること】多くの人に興味を持って参加し

てもらえるよう、男性１人でも作れそうだという簡

単で美味しいメニューを講師と相談して取り入

れる。

【目標値】アンケートの満足度(５段階評価)で４、

５が70％以上

【実施状況】

実施時期：６月17日～12月９日　全７回

参加者：８人

アンケート回答者７人

　「満足度」５及び４の回答者７人

(100％)

　「今後の生活に役立つ」５及び４の回

答者７人（100％)

A A

H26年度の審議会に

おける意見・評価

男の料理教室男性の家事、

子育て、介護

等の学習機会

の提供

43

重重重重



Ｎｏ 施　　策 事　業　名

担当課等

実施計画内容 実施状況 問題点、課題等

担当課

評価

男の料理教室

生涯学習

課

（栄公民

館）

【実施時期】６月～1２月　６回

【実施対象】栄地区に在住・在勤の男性

【内容】男性が料理の基本的な技術を習得し、

家庭での料理作りに参加する機会を促進する。

・定員10人

【工夫すること】調理機器の使い方を学び地元

の食材で調理する。

作った料理を持ち帰り、家族と一緒に食べ今後

の料理作りの参考としてもらう。

【目標値】アンケート満足度で「大変よかった」

「よかった」の回答が70％以上

【実施状況】

参加者：８人

計画どおり実施し、男性が家庭で料理

をする機会を増やすことを目的に調理

の知識を深めてもらった。

アンケート集計枚数　８枚

「料理作りの楽しさを学べましたか」良く

学べた・学べた87.5%

「家庭で料理作りをしてみたいと思いま

すか」とても思う・思う100％

固定メンバーとなって

きており新規受講生

の開拓が課題

A A

生活講座

「男の料理教室」

生涯学習

課

（下田公民

館）

【計画内容詳細決定】

【実施時期】10月17日

生活講座「男の料理教室　酒の肴にもなる家庭

料理」

【実施対象】下田地区の成人男性

【内容】男性が料理に興味を持てるよう、またそ

の後の生活にいかせるように、成人男性を対象

といした料理の講習会を実施する。

・会場：下田保健センター

・講師：新潟県栄養士会三条支部栄養士

・定員10人

【工夫すること】男性でも作れそうだという簡単で

美味しいメニューを取り入れる。

【目標値】アンケートの満足度、達成度（５段階

評価）で４、５が70％以上

【実施状況】

受講者：12人

メニュー：いかの塩辛、さんまのかばや

き丼、小松菜とアサリのからし和え、大

根サラダ

アンケート回答11人

　「満足度」５＝11人（100％）

　「これからの生活に役立つと思います

か」５＝11人（100％）

A A

H26年度の審議会に

おける意見・評価

43 男性の家

事、子育て、

介護等の学

習機会の提

供

重重重重
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